■台本①：放課後等デイサービス事業の代表（女性）

はじめまして
あっぷっぷの代表の長(ちょう)です。
チョコ先生と呼ばれています。
看護師・保健師・養護教諭・公認心理師・社会福祉士の資格を持つ３児の母でもあります。

あっぷっぷでは”放課後等デイサービス事業”や”相談支援事業”をはじめとした”個に寄り添ったサービス”をコンセプトとしています。

私は元々は看護師をしていましたが、病気を治すことと同じく、健康を保つことの重要性を感じて保健師を取得し、市町村の保健師を経験しました。
その後、学び足りないことばかりだと感じて、高校の養護教諭を務めながら、公認心理師や社会福祉士の資格も取得しました。
現在も、こころとからだの相関を学ぶため、修士課程に籍を置いています。
学んでいくうちに、発達に凸凹がある、障害を持っている、または持っているかもしれないお子さまやご家庭の力になりたいという想いが強くなり、”放課後等デイサービス事業”や”相談支援事業”を立ち上げました。

学生時代に気軽に相談できた保健室のように、あなたをお待ちしています！

ぜひお気軽にお越しください。

































■②英会話スクールの代表（女性）
はじめまして。
KODOMO GREEN SCHOOLのECO(エコ)と申します。

KODOMO GREEN SCHOOLでは「英語」と「音楽」をかけ合わせた教育を提供しています。

私は小さい頃から音楽が好きでピアノを通じた指導に携わっていました。

この教育を提供しようと思ったきっかけの１つは自分の子供を英会話教室に通わせていたときでした。

とても教育熱心な教室で、子供は100枚以上ある英単語のカードをノルマとして覚えていました。

親から見ると教育内容も量をこなすためにカリキュラムが組まれていて子供も必死で頑張っている。。でも子供の表情をみているとどこか疲弊しつつ、徐々に学ぶ楽しさを失いつつあるように感じていました。。

そんな子供を見てもっと英語を楽しく学ばせることは出来ないのか、、自分になにかできることはないだろうか、、と親としても大いに悩みました。

そんな中でふと「自分はピアノが弾くことができる、そして今まで自分が教育に関わっていた中で教育理念も一致する素晴らしい先生方もいる…」

だから「音楽と英語のかけあわせ」、そして「子供の心のあり方」にも着目した新しい教育、楽しい教育ができるかもしれないと思い、KODOMO GREEN SCHOOLを立ち上げました。

はじめは街のフリーペーパーにA4サイズの紙のチラシを出すところから小さくはじめました。

今では少しずつ、「子ども自身が物事に興味を持ち、自ら考え・行動する」こんな教育をさせたいと願う保護者の方の賛同もあり楽しみながら学ぶ生徒は増えています。

こんな私達と一緒にあなたのお子様の将来の可能性を広げませんか？

ぜひお気軽に教室に遊びに来てください！


















■③オウンドメディア代表（女性）
はじめまして、あどにゃープロジェクトのイラストレーター　おかわリリカと申します。

あどにゃープロジェクトではアドラー心理学のマインドセットを身につけるためのサービスを提供しています。

私とアドラー心理学(個人心理学、Individual Psychology)との出会いは、昨年、『嫌われる勇気』（著：岸見一郎）に出会ったことがきっかけでした。
読みおわったあとはまるで頭に稲妻が落ちたような衝撃を受けたことを覚えています。

その後、私はアドラー心理学に大きな興味を持ち、実践する中で、我が子を含め周りの方々との接し方が徐々に変わってきました。

この考え方を子育てに取り入れ始めてからは、我が子との信頼関係が生まれ、子どものチャレンジ精神や主体性に大きな影響を与えられていると日々感じています。

そして、アドラー心理学を通じて出会った仲間にも勇気づけられ、今イラストレーターとしてまた誰かを勇気づけていきたいと思えるようになりました。

アドラー心理学のマインドセットを完全に身につけるには、【それまで生きてきた時間の半分がかかる】とも言われています。

この言葉は、今までの考え方を変えるのはいかに難しいかを示した言葉でもあります。

私達は、その時間を少しでも早く達成できるようにできるような支援やサービスを皆様に届けていきたいと思います。

ぜひお気軽にSNSやホームページに遊びに来てきてくださいね！

※③で使用可能な画像素材
https://drive.google.com/drive/folders/1l0Ov5rlcbp1Rs0Ug-tZDze39KBlYFaEY?usp=sharing

